











































て、全国的に衰退しつつある。しかし、 2015 年 
















省統計局によれば、2015 年 9 月15 日現在、日本
の高齢化率は26.7％、80 歳以上の割合は7.9％iiと
のことであるから、霞ヶ関北地区が全国的にみて
 i   川越市の統計データ「平成27 年1 月1 日現在川越市町字別・年齢別人口」、http://www.city.kawagoe.saitama.jp/shisei/
to ukeidata/jinkotokei/nenreibetsu.html 、最終アクセス日9 月28 日。
 ii  総務省統計局「統計トピックスNo.90 統計からみた我が国の高齢者（65 歳以上）－「敬老の日」にちなんで－」http://




































































 iii   宇沢弘文「社会的共通資本の概念」宇沢弘文・茂木愛一郎編『社会的共通資本・コモンズと都市』（日本開発銀行設備
投資研究所 Economic Affairs 4）、東京大学出版会、pp15-45。
 iv  内閣府『平成14 年度ソーシャル・キャピタル：豊かな人間関係と市民活動の好循環を求めて』（2003 年）https://
www.npo-homepage.go.jp/toukei/2009i zen-chousa/2009izen-sonota/2002social-capit al 、最終アクセス日2015 年9 月
28 日。
 v  ソーシャル・キャピタルについてのこれまでの研究は、以下に詳しい。川島浩誉、川島啓「ソ ーシャル・キャピタル
と地域科学技術イノベーション－「信頼」から見る地域クラスター政策－」内閣府経済社会総合研究所、2011 年。 















































2015 年 1 月現在では人口 4,734 人、高齢化率
46.0％と、人口減少と高齢化が進んでいる。 
　内閣府発行の『平成 27 年版高齢社会白書ix』
によれば、日本の総人口は2014 年10 月1 日現在、























viii   岩間、同上書、pp109-133。
 ix  内閣府『平成27 年版高齢化社会白書（全体版）』http://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2 015/html/zenbun/
index.html 、最終アクセス日2015 年9 月28 日。 
 x  厚生労働省『平成26 年国民生活基礎調査の概況』http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-tyo sa/k-tyosa14/dl/02.
pdf 、最終アクセス日2015年9 月28 日。  















































2015 年 11 月で結成 50 周年を迎える霞ヶ関






























































































xii   厚生労働省『平成26 年国民生活基礎調査の概況』
xiii 内閣府『平成18 年度国民生活モニター調査結果（概要）（町内会・自治会等の地域のつながりに関する調査）』http://
　www5.cao.go.jp/seikatsu/monitor/pdf/c hiikitsunagaricyousa0708.pdf ,最終アクセス日 2015 年 9 月 28 日。
xiv  内閣府「高齢者の地域社会への参加に関する意識調査（全体版）」http://www8.cao.go.jp/kourei/ishiki/h25/sougo u/
zentai 、最終アクセス日 2015 年 9 月 28日。
xv  農林水産政策研究所「生鮮品販売店舗までの距離が 500m 以上の人口割合（埼玉県）http://cse.primaff.affrc.go.jp/






調査日程と場所は、2015 年 9 月 6 日（日）「3
人のミューズのコンサート」が開催された「小
畔のかっぱカフェ」、同年 9 月 10 日（木）「歌
声喫茶」イベントが行われた「小畔のかっぱカ
フェ」、同年 9 月 17 日（木）川越市霞ヶ関北社
会福祉協議会主催の食事会が行われた「霞ヶ関








































に 5～6 日」が 20.4％、「週に 3～4 日」が 24.3％、
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体の 39.2％となっている。（図 6） 
 
























題 が な い と い う 回 答 に な っ た 。
（
図 7） 



































































































体の 39.2％となっている。（図 6） 
 
























題 が な い と い う 回 答 に な っ た 。
（
図 7） 















































































体の 39.2％となっている。（図 6） 
 
























題 が な い と い う 回 答 に な っ た 。
（
図 7） 






































































xvi   内閣府『平成 26 年度 高齢者の日常生活に関する意識調査結果（全体版）』http://www8.cao.go.jp/kourei/ishiki/h26/
sougo u/zentai/index.html 、最終アクセス日 2015年 9 月 28 日。 




































































































































































































































































ある （図 9） 
xviii   岩間、前掲書。 
xix 内閣府「高齢者の日常生活に関する意識調査」（平成 26 年） 


















































いる」と答えた「60 歳代」は 42.1％、「70 歳代」
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xx   岩間、前掲書、pp168-171。 
xxi 総務省「今後の都市部におけるコミュニティのあり方に関する研究会報告書 2014 年 3 月」 http://www.soumu.go.jp/
　main_content/00028 3717.pdf 、最終アクセス日 2015 年9月 28 日。
　今回の調査は、アンケートの母集団の偏りもあ
り、課題の多く残るものとなったが、住民のつな
がりの強さ、自治会活動の多様さ、栄養摂取状況
の良好さ、ICT 利用度の高さを地域コミ ュニティ
の評価基準として提案するために、今後も調査を
続けていきたい。
